ちぢ インド 

伸びたり 縮んだり はしない だら う。 象よ。 お前 は 印度 

の 名門の 生れ だ。 どうか おれの 云った 通り、 あの キッ 

ではう だ い お ほぼら 

プリングの 説な ど は 口から 出放題の 大 法螺 だと、 先祖 

A すす J 

の寃を 雪ぐ 為に、 一 度で も 好い から その 鼻 を あげて、 

喇叭の やうな 声 を 轟かせて くれ。 

鸛の鳥 

くぴ ネクタイ むす 

あの 頸 を さ、 襟 飾の やうに 結んで しまったら、 一体 

あい つ はどうして ほどく 気なん だら う。 



くだ 

I 它 



お爺さん。 もう 万年青の 御手 入 はおす みです か。 で 

はま あ 一 服お やりなさい。 おや、 あの 菖蒲 革の 莨 入 は、 

どこへ 忘れて 御出でな すった？ 



虎 



虎よ。 お前 は コスモポリタン だ。 豊干 禅師を 乗せた 

わたうな い う 

お前。 和 唐 内に 搏 たれた お前。 それから ウィル ャム - 

ブ レエ クの 有名な 詩に 歌 はれた お前。 虎よ。 お前 は最 



大の コスモポリタン だ。 

あひる 

家鴨 

こくばん はくぼく い たづら 

子供が 黒板へ 白墨で 悪戯に 書いた 算用数字。 2、 2、 

2 , 2 2 20 

しろく じゃく 

白 孔雀 

これ は 年と つた 貴婦人 だ。 お 眼が 少し 赤く 爛れて い 

らっしゃる。 鼈甲の 柄の ついた 眼鏡 を 持って、 一 々見 



腹の 袋の 中には 子供が 一 匹 は ひって ゐる。 あれ を 出 

してし まっても、 まだ 英吉利の 国旗 か 何 かが、 手品の 

やうに 出て 来 はしない か。 

いんこ 

§ 丁丁 

嬰 PP 

お前 は 古い 唐 画の 桃の 枝に、 ぢ つと 止って ゐ るが 妬 

い。 うつかり 羽搏きで もしょう ものなら、 体の 絵の具 

ま 

が剝げ てし まふから。 



猿よ。 お前 は 一体 泣いて ゐる のか、 それとも 亦 笑つ 

てゐ るの か。 お前の 顔 は 悲劇の 面の やうで、 同時に 又 

喜劇の 面の やう だ。 おれの 記憶 は 縁日の 猿芝居へ おれ 

を 連れて行く。 桜の 釣 板、 張子の 鐘、 それから ァセチ 

ガ ス きんが み ゑ ぼし 

レン 瓦斯の 神経質な 光。 お前 は 金 紙の 烏帽子 を かぶつ 

て、 緋鹿 子の 振袖 を ひきずりながら、 恐るべく 皮肉な 

しらび やうし ぎだん 

白拍子 花 子の 役 を 勤めて ゐる。 おれの 胸に 始めて 疑団 

きざ 

が萠 したの は、 正に その 白拍子た るお 前の 顔へ、 偶然 

の J 瞥を 投げた 時 だ。 お前 は 一体 泣いて ゐる のか、 そ 



をし どり 

鴛鴦 

ごふん ぎんでい 

胡 粉の 雪の 積った 柳、 銀泥の 黒く 焼けた 水、 その上 

ごく さ いしき 

に 浮んで ゐる 極彩色の お前た ち 夫婦、 —— お前た ちの 

いと うぢ やくち う 

画工 は 伊藤 若冲 だ。 

1U 匕 

ま 

この 見事な 刀掛に は、 葵の 御紋 散らしの 大小で も 

恭 しく 掛けて 置く が^い。 




まつりく わ に ほひ 

日の 光、 茉莉花の 匀、 黄色い 絹の キ モノ、 Fleurs 

du Mai, それから お前の 手 ざ はり。 …… 

あう む 

嬰武 

ろくめい くわん け ふ ちゃう ちん しらぎく 

鹿 鳴 館 に は 今日 も 舞踏が ある。 提灯 の 光、 白菊の 

花、 お前 は ロティと 一し よに 踊った、 美しい 「みやう 

ごにち」 令嬢 だ。 



お前た ちが、 重なり合った 楼閣の 中に、 巣 を 食った 所 

を 想像す る。 そら、 西 施が 芋の 皮を嚙 じって ゐ ると、 

や う き ひ 

楊 貴妃は 一 生 懸命に 車 を ま はして ゐるぢ やない か。 

しゃう じ やう 

旧 生 jy 

しゃう じ や う き ん ぶ ち 

あの 猩々 の 鼻の 上に は、 金縁の Rnce-nez がか か 

つて ゐる。 あれが 君に 見える かい？ もし 見えな けれ 

ば、 今日 限り、 詩 を 作る 事 はやめにし 給へ。 



しょん ずゐ かう そん ぁゐ いろ 

祥瑞の 江村 は 暮れ かかった。 藍色の 柳、 藍色の 橋、 

ばう をく ぎょじん ろてき 

藍色の 茅屋、 藍色の 水、 藍色の 漁 人、 藍色の 芦 荻。 I 

.P や しら リら 

I すべ てが 稍 黒ずんだ 藍色の 底に 沈んだ 時、 忽ち 白々 

と 舞 ひ 上る お前た ち 三 羽の 翼の 色。 —— 皿の 外まで も 

飛び出さなければ^; いが。 

力 ぱ 

河馬 

こ リ よう ぶてい だるま だいし いかん これぶ つぼう 

挙す。 梁の 武帝、 達磨 大師に 問 ふ。 如何 か是 仏法。 

ま かば 

磨 云 ふ。 水中の 河馬。 



ぺ ン グィン 

お前 は 落魄した 給仕 人 だ。 悲し さうな お前の 眼の 中 

に は、 以前 勤めて ゐた ホテルの 大食 堂が、 今 も Aurora 

australis の やうに、 輝かしい 過去の 幻 を 浮き 上らせる 

事が あり はしない か？ 

馬 

こがらし かど からかね またが 

風 の 吹く 町の 角に は、 青銅のお 前に 跨 つた、 や は 



からかね わう らい らうに やくなん によ 

り 青銅の 宮殿 下が、 寒む さうな 往来の 老若男女 を、 

おろ お、， 

揚々 と 見下して 御出でになる。 さう して その 宮殿 下の 

おむ ね .p- らす > やん 

軍服 を 召した 御 胸に は、 恐れながら 白い 鴉 の 糞が、 … 

ふくろ ふ 

ざん はう き またが ば あ 

Brocken 山へ！ 箒に 跨った 婆さんが、 赤い 月の 

かかった 空へ、 煙突から 一文字に 舞 ひ 上る。 と、 その 

うしろ ふくろ ふ 

後から 一 羽の 梟 が —— いや、 これ は 婆さんの 飼 ひ 

いつ ま 

猫が 何時の間にか 翼 を 生やした のか も 知れない。 



こんじゃく ものがたり まきの ご さんじう ぼ さ つの みちをお こな ひう さぎみ を やく ものがた リ 

今昔 物語 巻 五、 三 獣行 菩薩 道 兎 焼身 語と 

云 ふ. Mtaka の 中に、 こんなお 前の 肖像画が ある。 I 

おこ くぐ 

I 「兎 は 励みの 心 を 発して、 …… 耳 は 高く 癟せ にして、 

目 は 大きく 前の 足 短く、 尻の 穴 は 大きく 開いて、 東西 

南北 求め 歩け ども、 更に 求め 得た る ものな し …… 」 

雀 

なんぐ わ せう せう なび 

これ は 南画 だ。 蕭々 と 靡いた 竹の 上に、 消えさうな 

お前が 楊って ゐる。 黒ずんだ ぼの 字 を 読 ん だ ら、 



る 御 客が、 提灯 の 火 を 消されました。 

くろ へ う 

sk ぎ 

なんきんだま 

お前 は 歯の 美しい Black Mary だ。 南京玉の 首飾り 

や 毛糸の 肩 掛を持 つて 行って やったら、 さぞ 喉 をなら 

して 喜ぶ だら う。 

あ を さぎ 

S 鷺 

なん あま あが に ほひ か はも 

何でも 雨上りの 葉 柳の 匀が、 川面 を 蒸して ゐる時 



こす 桑 

だった。 お前 は その 柳の 梢に、 たった 一 羽 止まって 

ゐ たが、 「夕焼け、 小 焼け、 あした 天気に な あれ ご — 

うた とほ 

I そんな 唄 を 謡って 通った、 子供の 時の おれ を 覚えて 

ゐ るかい？ 

栗鼠 

あおうだ うでん ぜん どうばんぐ わ 

亜欧堂田善の 銅版画の 森が、 時代の ついた 薄明り の 

中に、 太い 枝と 枝と を 交 はして ゐる。 その 枝の 上に 

うづ くま を か 

蹲 つた、 可笑しい 程 悲しい お前の 眼つ き …… 



ま 

拡げる 音、 —— その 音の 中に 交じる の は、 籠 一 ぱいに 

さへ づ おやかた 

飛び ま はる、 お前た ちの 囀り 声、 —— 誰 だい、 今 親方 

しん ぞ 

に 挨拶した 新造 は？ 

羊 

をり 

或 日 おれ は 檻の 羊に、 いろいろな 本 を 食 はせ て やつ 

たうし せん なん 

た。 聖書、 UneVie, 唐詩 選、 —— 何でも 羊 は 食って し 

まふ。 が、 その 中に たった 一 つ、 いくら 鼻の 先へ 出し 

て やっても、 食 はない 本が あると 思ったら、 それ はお 

れの 小説 集だった。 覚えて ゐ ろよ。 綿 細工め。 



(大正 九 年 九月) 
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